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古英語期における
chaste marriageに見る女性像
― Aldhelm, Bede, the Old English Martyrology and Ælfric
島﨑　里子
Chaste Marriage in Old English Saints’ Lives
―Aldhelm, Bede, the Old English Martyrology and Ælfric
Satoko Shimazaki
In his Lives of Saints, Ælfric (c.955 – c.1010) treats three saints’ couples of chaste or spiritual 
marriage: Julian and Basilissa, Cecilia and Valerian and Chrysanthus and Daria.  This article 
discusses Ælfric’s intention of selecting this religiously sensitive theme for the guidance to his 
lay patrons, in comparison with those of his predecessors, such as Aldhelm (c.639 – 709), Bede 
(672/673 – 735) and the unknown author of the Old English Martyrology (9C).  The result suggests 
the fact not only that these English religious writers dealt with the same theme in different ways 
with their own intentions, but also that the way in which they received and transformed the continent 
culture varies depending on their historical and personal contexts.
??????
Chaste marriage（純潔の結婚）とは、結婚後も純潔を守ったまま、男女が信仰のう
ちに共に暮らすことをいう。古英語期を代表する宗教散文作家エルフリック（Ælfric of 
Eynsham: c.955 – c.1010）は、代表作の一つ『聖人伝』（Lives of Saints）の中で、このchaste 
marriageのカップルを3組（Julian and Basilissa, Chrysanthus and Daria, Cecilia and Valerian）
取り上げている。
結婚の主要な役割として、聖書は子孫の繁栄を説いている 1。純潔を前提とする chaste 
marriageは、その教えに対して本質的な矛盾を孕んでいると同時に、当時の男性中心かつ
独身至上主義が席巻する英国修道院社会にあって、男女、聖俗のボーダーに抵触するデリ
ケートなトピックでもあった。正統派を自認し、聖職者たちのラテン語能力の低下と、そ
の為に誤った英訳が量産され、異端の教義が世間に流布することを憂いていたエルフリッ
クが、同時代の他の宗教作家たちが取り上げることのなかったこのトピックを、『聖人伝』
の中で敢えて取り上げたことには、どのような意味があったのだろうか。
大陸から英国に伝播した聖人伝は、当初はラテン語で、その後、古英語に翻訳され
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て人々の間に広く受容されていった。エルフリック以前では、7 世紀にアルドヘルム
（Aldhelm: c.640? – 709）がラテン語の大著De Virginitate（『純潔性について』）の中で聖人
伝を扱い、8 世紀にはベーダ（Bede: 673? – 735）が同じくラテン語でMartyrologium（『殉
教伝』）を著わし、9 世紀には作者不詳のOld English Martyrology（『古英語殉教伝』）が
古英語で著されている。これらの作品はいずれも、既存の作品をもとに、作者が必要に応
じて改編を加え、新たな作品に仕立て直すという、当時としては一般的な手法で執筆され
ている。既存のラテン語版テクストに対する英国人作者たちのアプローチに着目すること
で、それぞれの作者独自の視点や執筆の意図の一端を浮かび上がらせることができると考
える。
本稿では、エルフリックが『聖人伝』で取り上げたchaste marriageを扱った 3 作品につ
いて、7 世紀から11世紀にかけての英国への受容史の観点から、特に作品構成と女性像に
着目して考察する。
??????????????chaste marriage????????
「ジュリアンとバシリッサ」、「クリサンサスとダリア」、「セシリアとバ㆑リアン」の 3 話 
は、いずれも聖人伝（vita）と殉教伝（passio）の組み合わせで構成されている。Upchurch
（2007）によれば、セシリアとバ㆑リアン、クリサンサスとダリアは、歴史的な根拠は確
認されていないものの、3 世紀に実在し、6 世紀頃には伝説（legend）が成立していたと
される。また、ジュリアンとバシリッサについては、成立年代の断定は難しいとしながら
も、ギリシャ語のテクストがラテン語に翻訳されて、4 世紀から遅くとも 6 世紀には成立
したと考えられている 2。
3 話は英国へ伝播すると、当時の英国人作家たちの意図や聴衆の需要を反映しながら改
編され、次第に変容していった。この受容と変容の過程は、各作家が扱う聖人たちの取捨
選択からも垣間見ることができる。7 世紀のアルドヘルムは、3 話をすべて（韻文でも散
文でも）扱っているが、その後に続く 8 世紀のベーダは、「ジュリアンとバシリッサ」と
「クリサンサスとダリア」には触れず、「セシリアとバ㆑リアン」のみを取り上げている。
また、ベーダ以後に古英語で書かれた 9世紀の『古英語殉教伝』と10世紀のエルフリック
は、ベーダを踏襲せずに 3 話すべてを扱っている。
エルフリックが『聖人伝』を著す際に参照したラテン語の原典については諸説あるが、
彼がアルドヘルムやベーダといった先人の影響を受けていることは広く知られている。実
際、『聖人伝』の中で、エルフリックはしばしばベーダに言及している。しかし、その一
方で、chaste marriageについては、ベーダが扱わなかった「ジュリアンとバシリッサ」と
「クリサンサスとダリア」を採用しており、むしろアルドヘルムに連なっているように見
える。それぞれの作家たちにどのような意図が働いたのだろうか。
アルドヘルムのDe Virginitateは、純潔（virginity）の重要さについて説いた彼の代表作
で、EssexのBarking Abbeyの修道院長ヒルデリース（Hildelith）の求めに応じて、そこに
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集う修道女たちのために書かれたことが知られている。Barking Abbeyは、Ely、Whitby
などに代表される、当時の英国に点在していた男女共同修道院（double-monastery）の一
つであった。Upchurch（2007）は、アルドヘルムがchaste marriageを取り上げた理由とし
て、純潔を保ちつつ共に暮らす夫婦像が、男女共同修道院で宗教生活を共に送る修道士と
修道女を象徴的に表わしている可能性を指摘している 3。アルドヘルムの聴衆に対する配
慮として考えることができるだろう。
アルドヘルムはまた、De Virginitateの中で、virginを 3 つのランク（virginitas, castitas, 
iugalitas）に分け、序列について説明している 4。独身至上主義の修道院社会において、
最上位の virginitas（virginity）に次ぐ地位に castitas（chastity: 結婚の契約はしても、宗
教的な生活のために結婚生活を避けて暮らす人々）を据え、iugaritas（conjugality or 
marriage: 結婚生活をしている人々）よりも上位に位置付けている。彼の念頭にBarking 
Abbeyに暮らす修道女たち―結婚の有無も含めてさまざまな背景を持つ女性たち―が
あったことは想像に難くない。正統性を保ちつつ、修道院の実情を踏まえて修道女たちの
指針となるような書物を著わすという、やや矛盾する使命を負ったアルドヘルムにとっ
て、chaste marriageというトピックを扱うことは、この矛盾に対する一つの解決策になっ
ていたとも考えられる。
アルドヘルムその人については、ベーダやマームズベリーのウィリアム（William of 
Malmesbury: c.1090 – 1143）ら歴史家のわずかな記述を除いては、ほとんど知られていな
い。Wessexの王族の出身とされるが、英国中部マームズベリーの修道院長を経て、シャー
ボーン（Sherbourne）の司教となった。現存する著作は韻文、散文も含めてすべてラテン
語で著わされている。
依頼を受けて執筆を行ったという点で、アルドヘルムとエルフリックには共通点があ
る。エルフリックの『聖人伝』もまた、当時、彼のパトロンであった有力貴族エゼルウェ
アルド（Æthelweard: fl. c.975 – 998）とその息子エゼルメル（Æthelmær: fl. 983 – 1005）
による熱心な求めに応じて執筆されているからである。2 人は敬虔なキリスト教徒であ
り、10世紀以降、英国で盛んになった修道院復興運動（Benedictine Reform）の強力な支
持者でもあった。エゼルウェアルドやエゼルメルのような有力な貴族にとって、家産の継
承と子孫の繁栄は不可欠であり、彼らにとって結婚はある種の義務であった。エルフリッ
クが依頼者の立場を考慮しつつ、彼らに信仰の指針を与える意味も込めて、『聖人伝』の
中でchaste marriageというトピックを扱ったと考えても、それほど不思議はないだろう。
アルドヘルム同様、エルフリックにとっても、chaste marriageを描くことは、「生涯の純
潔」と「結婚」という、一見、矛盾する価値を両立させるための現実的な解決策だったと
も考えられるからである。
更に、当時の英国は、バイキングによる襲撃が激しさを増し、世紀末の終末思想の広が
りとも相まって、人々の間に大きな恐怖と不安が広がっていたことにも着目したい。エル
フリックの『聖人伝』は、そうした不安な世の中に生きる人々に信仰の指針を与えると同
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時に、異教の脅威に対して結束して立ち向かう殉教者たちの姿を示すという、一種の政治
的なプロパガンダの役割を果たしていたとも考えることができるからである。そうであれ
ば、エルフリックがラテン語の原典を、ラテン語で整えるのではなく、敢えて英語で書き
直していることの意味は大きい。
先の 2 人に対して、ベーダは全く異なるアプローチを行っている。彼は幼少期から修道
院で暮らし、生涯のほとんどを英国北部のジャロー（Jarrow）で過ごしたとされる。聖職
者であると同時に、代表作『英国教会史』（Historia Ecclesiastica Gentis Anglorum）を著
わした歴史家としても知られている。その『英国教会史』の中で、彼は『殉教伝』の執筆
について次のように述べている 5。
Ex quo tempore accepti presbyteratus usque ad annum aetatis usque ad annum 
aetatis meae LVIIII haec in Scripturam sanctam meae meorumque necessitati ex 
opusculis uenerabilium partum breuiter adnotare, siue etiam ad formam sensus et 
interpretationis eorum superadicere curaui:
（中略）  
Martyrologium de nataliciis sanctorum martyrum diebus, in quo omnes, quos 
inuenire potui, non solum qua die uerum etiam quo genere certaminis uel sub quo 
iudice mundum uicerint, diligenter adnotare studui. 566 – 570
From the time I became a priest until the fifty-ninth year of my life I have made it my 
business, for my own benefit and that of my brothers, to make brief extracts form the 
works of the venerable fathers on the holy Scriptures, or to add notes of my own to 
clarify their sense and interpretation.   
（中略）  
A martyrology of the festivals of the holy martyrs, in which I have diligently tried to 
note down all that I could find about them, not only on what day, but also by what 
sort of combat and under what judge they overcame the world. 567 – 571
すなわち、ベーダは30歳で司祭になって以来、59歳になるまで、彼自身と仲間の必要
に応えて、聖書について書かれた教父たちの著作を整理し、独自の注釈や解釈を書き加え
ることを、自らの使命と心得て取り組んでおり、また、その際には、自分が知り得た限り
のことを、暦の情報だけでなく、聖人たちの闘いや勝利についてもできるだけ入念に記述
しようと努めている。
彼は先の『英国教会史』の執筆においても、記述は実在した人物や年号が確認できる場
合に限るなど、非常に限定的な姿勢で臨み、『殉教伝』においても、後の作家たちによっ
て埋められるまで、暦のほとんどが空欄のままであったことがわかっている 6。つまり、
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ベーダの著作は、自分自身と仲間の修道士たちという、極めて限定された修道院社会を念
頭に、歴史家らしい厳密さを以て著されたと考えて良いだろう。ちなみに、バイキングの
猛威がノーサンブリアに及び、ベーダの過ごしたJarrow修道院が、Lindisferne修道院に続
いて甚大な被害を受けることになるのは 8 世紀末（796年）で 7、彼の死後、半世紀以上、
後のことである。
作者不詳の『古英語殉教伝』は、原典となる複数のラテン語のテクストを組み合わせて
制作されたと推測されている。Rauer（2013）によれば、言語的には 9 世紀頃の英国中部
MerciaとWest Saxonの方言が混ざり合った特徴を示している8。次節で述べる「セシリアと
バ㆑リアン」について、セシリアの夫バ㆑リアンの名前が、セシリア（11月22日）の項に
は記されずに、バ㆑リアヌス（4 月14日）の項に、弟のティブルティウスと（共に殉教し
たローマの役人）マキシムスの名前と共に、別途記載されていることから、複数の作者に
よる可能性も指摘されているが、現状では不明な点も多く、今後の研究が待たれている 9。
??Chaste marriage??????????
エルフリックの『聖人伝』で扱われる他の話と同様、chaste marriageを扱った 3 話も、
大陸から英国に伝播した当初はラテン語で、その後、古英語に翻訳されて人々の間に受容
されていったと考えられる。本節では、3 話の中から 2 話を取り上げ、個々の作品を通し
て、英国人作家たちのchaste marriageへのアプローチのあり方や作品構成、女性描写の特
徴や相違について考察する。
3 -1　「クリサンサスとダリア」
クリサンサスは聡明な若者で、父親と共にア㆑クサンドリアからローマへと移り住む。
熱心に学問を究めた後、聖書と出会い、洗礼を受けると、人々に布教活動を開始する。異
教の皇帝の弾圧を恐れた父親は、息子を信仰から遠ざけるべく、初めは監禁して冷遇する
が、クリサンサスの態度が一向に軟化しないのを受けて、次には贅沢な暮らしと美しい女
性を与える。それでも息子の信仰は揺らがないのに苛立った父親は、クリサンサスを美し
く聡明な異教徒の娘ダリアと結婚させようと企てる。2 人は激しい宗教論争を繰り広げ、
ついにはダリアがキリスト教を受け入れ、改宗の後、chaste marriageの誓いを立てる。そ
の後、2 人はそれぞれに布教活動を行い、多くの信者を得るが、異教の長官クラウディウ
スの目に留まり、激しい弾圧と拷問にさらされる。それでも 2 人は信仰を守り、様々な奇
跡を起こし、逆に弾圧に加わった兵士たちを改宗させたことで、皇帝ヌメリアヌスの逆鱗
に触れ、共に生き埋めにされて殉教する。
アルドヘルムは、クリサンサスとダリアが身に付けていた学問と弁論術について多くの
文字数を割いている。クリサンサスは福音書に出会う以前に、七学科を熱心に修めていた
ことが記されているが、ダリアもまた雄弁家として知られており、その優れた知性につい
ては次のように強調して描かれている。修道院で学ぶ修道女たちへの配慮とも考えられる
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だろう。
Daria was said to have been so well trained in dialectical arts and so well versed in 
the sophistical procedures of syllogism that even the most eloquent orators feared to 
test the sagacious intellect of the young girl in an argument10. 
この後、クリサンサスとダリアは、非常に長い論争と相互の意見交換（“a very lengthy 
verbal debate and a reciprocal exchange of ideas”11）の末、ダリアの改宗を経て結婚に至る。
興味深いことに、アルドヘルムは、2 人の間に交わされた宗教的な議論の具体的な内容に
ついては一切触れていない。
他方、クリサンサスに加えられた拷問の内容については、逐一詳細を記している。灼熱
の太陽の下、濡れた生皮で縛りつけ、酷い臭いのする尿に浸すなど、五感を刺激する描写
を重ねて聴衆の臨場感を高める効果を上げている。ダリアの拷問についてはほとんど描か
れていない。売春宿へ送られたが、神の命令によって、彼女を守るために、円形闘技場か
ら一頭のライオンが放たれたことのみが記されている。最終的にクリサンサスとダリアは
殉教し、一つの墓所に一緒に埋葬される。死後の奇跡についての記述はない。
ベーダは「クリサンサスとダリア」を取り上げていない。Chaste marriageについて見
ると、『殉教伝』では、3 組のカップルのうち、セシリアとバ㆑リアンのみが扱われてお
り、ジュリアンとバシリッサおよびクリサンサスとダリアは省略されている。Upchurch
（2007）は、（chaste marriageが男女共同修道院のメタファーだと捉えれば）、そうした施
設のあり方に対するベーダの違和感の表われである可能性に言及している 12。同時に、彼
は、ベーダがセシリアを採用したものの、他の女性殉教者の場合とは異なり、彼女の処女
性についての記述をしていないことも指摘している 13。これらは厳格な歴史家としての彼
の姿勢の表れとして見ることができるだろう。
作者不詳の『古英語殉教伝』は、クリサンサスが福音書に出会う以前に熱心に学んだ
七科目の学問について、アルドヘルム同様に詳説しているが、ダリアについては “swyðe 
gleawe（非常に賢い）”女性とだけ記している。また、クリサンサスに学問をつけるために
学者へ預けたり、結婚に関心を持たせようとするのは彼の両親で、アルドヘルムの場合が
常に父親や親戚であったのとは異なっている。クリサンサスとダリアの間の宗教論争や、
異教の権力者による 2 人の拷問についての記述はない。結婚についても、次のように 2 人
の共同生活の事実を述べるのみである。
…hig lyfedon hym þa samod on clænnysse, and samod hyra lyf geendodon on 
martyrdome, and samod restað on anre byrgenne…14
…then they lived together in celibacy, and ended their life together, and rest together 
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in one tomb…15 
エルフリックの「クリサンサスとダリア」とラテン語原典との比較については、島﨑
（2016）に詳しい 16。エルフリックは原典を 1 /3 程度の長さに簡略化し、クリサンサスの
拷問の詳細や、クリサンサスとダリアの宗教論争など、聴衆に劇的な印象を与える描写を
大胆に削除している。事実のみを時間軸に沿って淡々と記述し、起こった出来事の因果関
係を明記して論理的な物語展開を行っているのは、エルフリックの語りの手法上の特徴と
考えられる。
また、エルフリックの女性描写は、原典に比べて外見に関する言及が少なく、形容詞の
バリエーションも限定的で、没個性化されている。妻や母としての側面を意識させるよう
な表現を削除し、女性的な要素を取り除くことで、抽象的で様式化された独自の女性像を
描き出している。女性というより、むしろ性差を感じさせない 1 人の人間として描き出す
手法は、エルフリックの女性描写の特徴の一つと思われる。
最後に、女性の登場人物について、ダリアの他に、ローマの護民官クラウディウスの妻
であるヒラリアを描いているのはエルフリックのみであることも注目に値する。ヒラリア
には 2 人の息子がおり、夫共々、クリサンサスの導きでキリスト教に改宗していたが、間
もなく皇帝ヌメリアヌスの命によって殉教する。ラテン語の原典では、家族を相次いで
失ったヒラリアの悲痛な様子が劇的に描かれている。エルフリックは、ヒラリアが夫や息
子を思い、母や妻として行動する場面や、聴衆の感情に訴えるような扇情的な表現は排除
しつつも、1 人の女性信者として、ダリアとは異なる地位の女性の殉教を敢えて描き込む
ことで、エルフリックが現実社会により歩み寄り、より多くの聴衆に影響を与える可能性
を考慮しているように思われる。
3 -2　「セシリアとバレリアン」
セシリアは敬虔なキリスト教徒であったが、異教徒の貴族の若者バ㆑リアンという婚約
者があった。結婚式の日を迎え、音楽が奏でられる中、セシリアは純潔を守り給えと心の
中で神に祈りの歌を捧げていた。結婚の夜、自分には神の天使がついており、もしバ㆑
リアンが彼女に触れれば、天使が即座に彼を殺すだろうと話し、chaste marriageを提案す
る。妻の話を聞いたバ㆑リアンは、別の男の存在を疑うが、セシリアの説得で改宗し、自
分にも天使の姿が見えるようになると、セシリアと共に弟のティブルティウスを改宗へと
導く。やがて、長官アルマキウスによって、バ㆑リアンと弟は拷問を受けて殉教し、間も
なくセシリアも逮捕される。2 人の間で激しい宗教論争が繰り広げられ、セシリアは釜ゆ
での刑に処せられる。彼女が汗一つかかないのに腹を立てたアルマキウスは、斬首を命じ
たが、死刑執行人が 3 度打っても彼女の首を切断することはできなかった。4 度打つこと
は法で禁じられていた為、瀕死のセシリアは信者たちに見守られたまま 3 日間生き延び、
その間も、自分が育てた女性信者たちを励まし続けた。彼女の死後、その体は教皇ウルバ
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ンによって聖人たちの間に埋葬され、彼女の家は聖教会の名で聖別された。
セシリアについては、3 世紀のローマの殉教者ということ以外、ほとんど知られていな
い。結婚式で、オルガンの音色に合わせて歌いつつ、内心では純潔を守り給えと神に祈り
続けていたという伝説を受けて、16世紀以降、音楽家の守護聖人として認知されるよう
になった 17。ラファエロ（Raphael, Santi: 1483 – 1520）の描いたオルガンを手にした図像
（The Ecstasy of St. Cecilia: c.1516 – 17、ボローニャ国立絵画館蔵）で知られている。「セシ
リアとバ㆑リアン」は、アルドヘルム、ベーダ、『古英語殉教伝』、エルフリックの 4 者が
全て扱っている点で、他の 2 話の場合とは異なっている。
アルドヘルムのDe Virginitateは、セシリアが世俗の結婚を拒絶し、嫌々ながら式を終え
た後、夫とその弟を改宗させ、2 人にも天上の天使が見えるようになったところまでを記
述している。天使は白と深紅の花を編んで作った花冠を持参しており、「この花冠を清い
心と体で守るように」と言い残す。作品中の登場人物は、セシリアとバ㆑リアン、その弟
のティブルティウス、天使の 4 名に限定され、セシリアの名前以外の固有名詞は用いられ
ていない。夫となるバ㆑リアンは「求婚者」であり、彼の弟ティブルティウスは 「将来の
義弟」と表現されている。登場人物に対する修飾語もほとんど用いられていない。固有名
詞が制限されていることで、セシリアを中心とする非常に抽象化された印象の作品になっ
ている。他方、セシリアの異教に対する嫌悪感については、汚物の比喩を駆使して、強い
調子で描いている。後半部の、夫婦が多くのローマ人たちを改宗させるエピソードや、セ
シリアが拷問を受けて殉教する場面などは書かれていない 18。セシリアについての話には
歴史的な裏付けがほとんど残されていないため 19、歴史家として厳格なアプローチを行う
傾向のベーダが、非常に簡潔ながら、彼女を取り上げていることは注目に値する。ただ
し、ベーダの記述は、彼女が夫のバ㆑リアンとその弟のティブルティウスをキリスト教に
導き、殉教者としたこと、および、自分自身も長官アルマキウスの下で、火攻めは克服し
たものの、剣で殺害されて殉教者となったことのみである。他の作家たちが描いている、
結婚式でのセシリアの様子や、chaste marriageを誓った 2 人のために、天上から冠を持参
する天使の描写、セシリアの拷問から殉教までのエピソードなどは全て削除されている。
また、アルドヘルムや後の『古英語殉教伝』が、セシリア以外の登場人物の名前を明記し
ていないのに対して、ベーダは全員の名前を記している。ここでも、ベーダの史実に厳密
であろうとする姿勢がうかがわれる。
『古英語殉教伝』もバ㆑リアンの名前を明記せず、「貴族」“æðelum”（216）または「花
婿」“brydguman”（216）とだけ表現しているが、登場人物として、アルドヘルムやベー
ダが描いていない、ローマの役人アルマテウスと教皇ウルバンを描いている。更に、アル
ドヘルムやベーダでは見られなかった、光や輝きを表す表現が散見され、絵画的な印象
を与えている。例えば、結婚式でのセシリアは、悔悛を示す粗布の肌着の上に、「金糸で
織った服」“(myd) golde awefenum hrægelum”（216）を重ね着しており、2 人の寝室を訪
れる天使は「輝く翼」“(myd) scynendum fyðerum”（216）をつけ、手にした2つの花冠は、
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バラや百合の花のように「輝いている」“glysndon”（216）。他方、後のセシリアの表象に
大きな影響を与える音楽についての言及が見られないのは興味深い。
エルフリックの作品は、他の作家たちに比べて、最も長く完全な形で書かれている。セ
シリアの幼少期から殉教までのエピソードが、時間軸に沿って順序よく簡潔に述べられて
おり、聴衆の理解への配慮がうかがわれる。名前を明記された登場人物たち―セシリ
ア、バ㆑リアン、教皇ウルバン、天使、ティブルティウス、マキシムス、アルマキウス
―は、終始、雄弁に語り、彼らの対話を通じて物語が展開するように構成されている。
Upchurch（2007）は、エルフリックが『聖人伝』の中で取り上げた聖人たちを分類し
た結果、彼のパトロンを連想させる、聖職者、兵士、王といったカテゴリーに続いて、純
潔の既婚者（virgin spouses）の頻度が高いことを指摘している 20。エルフリックが『聖
人伝』を著したとされる10世紀の終わり頃は、バイキングの猛威が勢いを増し、英国の
人々の間に不安と緊迫した空気が蔓延していたであろうことは先に述べた。そうした文脈
で考えると、エルフリックは、異教の権力に屈しないキリスト教徒たちの姿に、バイキン
グに立ち向かう当時の英国人たちの姿をそのまま重ね合わせて描いているようにも思われ
る。バ㆑リアンと弟が殉教することになる前夜、セシリアは、彼らを捕らえた異教徒たち
にキリスト教の信仰を説いて改宗に導くと、次のように鼓舞する。
Nu, ge la Godes cempan, awurpað caflice eow fram þæra þeostra weorc and wurðað 
ymbscrydde mid leohtes wæpnum to þysum gewinne nu. Ge habbað gecampod swiðe 
godne campdom, eowerne ryne ge gefyldon and geleafan geheoldon. Gaþ to þam 
wuldorbeage þæs wynsuman lifes, [þone] se rihtwisa dema deð eow to edleane.  
 （80:下線は筆者）
Now, O soldiers of God boldly cast away from yourselves the works of the darkness 
and be now clothed for this conflict with the armour of light. You have fought an 
exceedingly good fight, have completed your course and have kept the faith. Go to 
the crown of glory of the pleasant life, which the righteous judge will give you as a 
reward. （81:下線は筆者）
殉教は、異教徒の迫害を受けて、キリスト教徒が命をかけて信仰を証明することであ
る。その闘いを、兵士、戦、鎧などの具体的な戦闘のメタファーで表現するのは、特に目
新しいことではないが、当時の歴史的・社会的な文脈の中で考えれば、この一節が与える
聴衆たちへの影響の大きさを推し量ることができるのではないだろうか。
エルフリックの作品に特徴的なのは、人間の五感のうちの、特に視覚、嗅覚、触覚の表
現が効果的に採用されていることである。結婚の夜、セシリアがバ㆑リアンに、自分を
常に守ってくれる天使の存在を告白し、chaste marriageを提案すると、バ㆑リアンは別の
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男の存在を疑って、「その天使を見せて欲しい」“Do þæt ic geseo sylf þone engel”（27 – 28:
下線は筆者）と要求する。それに対してセシリアは、「（洗礼を受ければ）すぐにも光り
輝く天使が見えるでしょう」“þu miht sona geseon þone scinendan engel”（31:下線は筆者）
と答える。バ㆑リアンが洗礼を受けるために教皇ウルバンを訪ね、ウルバンが神に祈る
と、「彼らの目の前に突然、黄金の書状を手にした神の天使が現れる」“þa færlice æt foran 
heora gesihþum com Godes engel mid anum gyldenum gewrite”（39 – 40:下線は筆者）。洗
礼を受けたバ㆑リアンが帰宅すると、セシリアの傍らには天使が立っており、花冠を 2
人に手渡し、その花冠は「純潔を愛する者以外は見ることができない」“ne hi nan man ne 
gesihð butan se þe clænnysse lufað”（58 – 59:下線は筆者）と語る。翌朝、バ㆑リアンの弟
ティブルティウスが 2 人を訪ね、冬なのにもかかわらず「百合の花とバラが香っている」
“lilian blostm oþþe rosan bræð…stincað”（73 – 74:下線は筆者）のに驚き、「自分の手に花
を持っていても、このような素晴らしい香り“bræða”（76:下線は筆者）は生まれないし、
甘美な香り“bræð”（78:下線は筆者）にすっかり満たされて、まるで生まれ変わったよう
だ」と言う。バ㆑リアンは、セシリアと自分が聖なる王冠をつけ、それが光り輝いてい
ても、「お前には見えない」“þu ne miht geseon”（82:下線は筆者）が、異教を捨てて、洗
礼で身を清めれば、「お前にも見える」“þone þu miht geseon”（89 – 90:下線は筆者）と諭
す。ティブルティウスが教皇ウルバンを訪ね、洗礼を受け、7 日間の説教を受けて帰宅
すると、「主の天使たちが毎日見えた」“he dæghwamlice Drihtnes englas geseh”（141:下線
は筆者）。その後、バ㆑リアン兄弟が殉教した際、改宗してキリスト教徒となったローマ
の役人マキシムスがその場に居合わせ、「彼らが殺された時に、神の天使たちが太陽のよ
うに光輝きながら彼らの元へ飛んできて、彼らの魂を受け取るのを見た“geseah”（196:下
線は筆者）。抜群に美しい魂たちが、天使の翼に乗って天に昇っていくのを見た“geseah”」
（198:下線は筆者）と証言する。最後にセシリアがアルマキウスに捕らえられ、議論を戦
わせる中で、「あなたが神々と呼んでいるものが、石ころや鉛で覆われた石像かどうか、
触って“mid grapunge”（242:下線は筆者）調べてご覧なさい。そうすれば、確かにそれ
らが石ころだということが、触れば“mid grapunge”わかります」（244:下線は筆者）と述 
べる。
エルフリックは、視覚を表す動詞geseonを用いて、天使を見ることができるキリスト
教徒と、見ることができない異教徒とを巧みに訳し分けている。また、異教徒であって
も、（それ故、この時点で天使を見ることはできないが）いずれ改宗することになるティ
ブルティウスには、嗅覚を表す動詞stincanを用いて香りを感じさせている。彼は後に洗礼
を受けることで、天使を見ることができるようになる。更に、異教徒には、触覚を表す動
詞grapianから派生したgrapungを用いて、彼らの神々は触れることができることを示して
いる。こうした言語面での工夫に加えて、エルフリックの作品には、光や色彩に関する表
現が『古英語殉教伝』に比べて遙かに多く採用されており、全体として、より視覚に訴え
る、絵画的な印象を与えている。
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エルフリックは『聖人伝』の中で、chaste marriageを扱ったカップルを 3組描いている。
本稿では、当時の独身至上主義社会の中で、正統派を自認するエルフリックが、このよう
なトピックを敢えて取り上げたことの意味について考察した。同時に、大陸から伝播した
原典を、英国人作者たちがどのように改変して受容していったのかを、7 – 11世紀に著さ
れた作品を、作者の背景と当時の社会的な文脈の中で捉え直して分析した。
7 世紀のアルドヘルムのDe Virginitateと10世紀のエルフリックの『聖人伝』は、執筆
された時代は離れていても、それぞれ、Barking Abbeyの修道院長ヒルデリースと自身の
パトロンであるエゼルウェアルドとその息子エゼルメルからの依頼を受けて書かれたとい
う共通点を持つ。前者は修道院に集う修道女たちのため、後者は英国有数の有力貴族でも
ある在家信者たちのために、信仰の指針を示すことが求められていた。聖人伝が元来、キ
リスト教の布教を目的に書かれていることを考慮すれば、正統派の立場を守りながらも、
より多くの聴衆に受け入れられるように、扱うトピックや表現に配慮する必要があったこ
とは想像に難くない。特にエルフリックは、バイキングの侵攻による当時の社会不安を背
景に、原典を簡略化し、表現を様式化しながらも、女性を含めた多くの立場の違う人々を
作品の中に描き込んでいる。それに対して、8 世紀のベーダは、史実を重んじ、事実を確
認できない伝承などは、作品から極力排除する傾向が見受けられ、歴史家としての厳格な
姿勢をうかがうことができる。女性を取り上げる頻度も、他の作家たちに比べて圧倒的に 
低い。
聖人伝の受容の系譜を一筋縄でたどることは難しい。しかし、それぞれの作者の背景や
当時の社会の様相を考え合わせて作品を読み解くことで、彼らの思想の一端を明らかにす
ることができるのではないだろうか。
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